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《公募参加団体》

2015年度募集要項・応募用紙

板橋ビューネは、実験的・未完成的な舞台芸術の創造とそのプロセスを失わないために、アーティストによって発案され、アーティストによって運営されています。下記プログラムにおいて、2015年10月6日から10月12日（東京）、10月16日から18日（札幌）にかけて行われる演劇祭に出展する作品を公募いたします。
　皆様のご応募お待ちしております。
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なお、ご応募は下記までお願いいたします。連絡先は劇場と兼用ですので、お電話・メールでの連絡の際には「板橋ビューネについて」と分かるように一言仰っていただけるとスムースです。
《連絡先》
080-4205-1050 (赤井)

info@subterranean.jp
〒173-0013東京都板橋区氷川町46-4 B1F サブテレニアン
「板橋ビューネ」宛



	板橋ビューネについて


　「板橋ビューネ」は2013年に始まった舞台芸術のフェスティバルです。

　2013年には4都市8団体の劇団が参加しました。2014年には、東京・名古屋の二都市で行い、韓国の劇団も招聘しました。日本の様々な地域から、また世界から参加できる演劇祭を目指しています。

　このフェスティバルの目的は、既存のテキストを用いて、新しい解釈・演技・演出によって古典の魅力を引き出すことです。 芸術に必要な「独創性」や「オリジナリティ」、「個性」といったものは、果たして舞台芸術にとって何を意味するのでしょうか。果たして、テキストの「独創性」だけが舞台芸術の“新しさ”なのでしょうか。私たちは少し遡って、俳優と観客が演劇を形作るという課題に立ち返ってみたいと思います。 誰もが知っている古典戯曲を取り扱うことで、舞台芸術にとって最も重要な要素――俳優と観客――が創造するフェスティバルを目指したいと思います。

　上演は常に現在地点でしか行われません。「古典」は、「古典」として読まれるだけでは同時代性を持ってはいません。それが上演され、息を吹きかけられ、新しい解釈を得ることで同時代性を手にすることができます。私たちは決して、歴史を抜きにして「イマココ」を理解ることはできませんから、「古典」に触れることで初めて現代性を獲得することができるのだと思います。テキストは単なる読み物ではなく、俳優と観客の間で育まれるべきものです。
　その意味で、舞台芸術は常に未完成的であり、生成的であり、未熟な芸術なのでしょう。それは、大規模な劇場であっても、私たちのような小規模の劇場であっても同じことです。まだ完成も熟練もしていないカンパニーのエネルギー。不器用でも「古典」に息を吹き込むことに重きを置いています。
　サブテレニアンは決して恵まれた劇場ではありません。不便な部分もあると思います。しかしそれを不便と考えず、魅力と感じる方を求めます。そしてそういう場所でやるからには漫然とした作品はいりません。先鋭的な作品を求めます。私たちは、新しい演劇を作る担い手と、その観客を求めています。
《これまでの参加劇団（上演順）》
■2013年：NUDO（東京）、ヘアピン倶楽部（東京）、M.M.S.T（福岡）、劇団ドクトペッパズ（東京）、長堀博物館◎プロデュース５（東京）、劇団総合藝術会議（東京）、雲の劇団雨蛙（島根）、三木美智代in風蝕異人街（札幌）
■2014年：NUDO（東京）、劇団MIRレパートリー（韓国）、ヘアピン倶楽部（東京）、テアトロ・マアルイin風蝕異人街（札幌）、メガロシアター（横浜）、空（utsubo）（東京）、雲の劇団雨蛙（島根）、劇団妖帝デカダンス（名古屋）、楽園王（東京）
	フェスティバルのテーマ


Public/Hazard
公共と緊急事態
　今年の板橋ビューネのテーマは「Public/Hazard」（公共と緊急事態）です。

　演劇は、ギリシア古典劇や能のように神事、つまり公共的な場での祈祷から始まりました。死者たちの鎮魂、戦争時における人間の暴走、国策の審議、被差別階級の抑圧された感情などが、神々の名を借りて討議される場所が劇場（テアトロン）でした。

　ギリシア悲劇はアテナイ都市国家の衰退と共に生まれたと言われます。かつて華やかだった時代へのノスタルジーが、国家がどうあるべきかという問題に対する市民の興味と関心を高めたに違いありません。だから、ソークラテース、エウリーピデースやアリスファネースなどの知性がこの時期に花開いたのではないでしょうか。国家に対する憂いと希望。栄光の黄昏こそが人類史に燦然と輝く知性を生み出したのだと言えます。

　ギリシア古典劇などが今現在も好んで上演される背景には、現代社会、日本の経済的政治的な状況が、その時代と似通っているからかも知れません。

　しかし一方で、政治が新しい制度や国体を作り出そうとする時、社会制度やモラル、慣習などは旧来のものと新しいものとの間で乱れます。新しい力は旧来の制度を破壊し、次なる秩序を作り出そうとします。この時、市民の生活基盤、制度やモラルもまた乱れます。破壊と創造の渦中の混沌期には様々な価値観が現れ、何が正しくて何が間違っているのかという基準さえも不明瞭になります。結果として、これまで公共の場で行われていた芸術は秩序を失い、これまで「はしたない」とか「やりすぎである」などという節度を越えた表現が許容されるようになります。政治的な理由で表現不可能だったものが表現可能になり、かつて演劇を見ることができなかった階級が公共の場に入っていくことができるようになります。例えば、18世紀のフランス演劇がそうであるように、またロシア・アヴァンギャルドがそうであるように、新しい時代の幕開けを準備するために新しい観客のための演劇が生まれます。

　そう考えると、今現在私たちが現在置かれている状況は、古代ギリシア時代のような栄光の黄昏ではなく、ローマ帝国のように混沌とし、秩序を見失った国家の黎明の方が近いように思います。そこで今年の板橋ビューネでは、ローマ演劇やバロック演劇、歌舞伎のような新しい秩序の黎明期に生まれた戯曲を扱うことに致しました。「Public/Hazard」（公共と緊急事態）という今年のテーマは、取り上げる戯曲の時代と現代に共通するキーワードとしてピックアップしたものです。

　皆さんのご応募お待ちしております。

＜戯曲・テキスト＞

「緊急事態」「災害」「カタストロフィ」を扱った戯曲・テキスト。

例）

セネカ『テュエステース』『狂えるヘラクレス』
『平家物語』に関する謡曲（『敦盛』『熊野』など）
ウィリアム・シェイクスピア『マクベス』『タイタス・アンドロニカス』『ジュリアス・シーザー』
クリストファー・マーロウ『フォースタス博士』『マルタ島のユダヤ人』、『パリの虐殺』
スペインバロック演劇（ロペ・デ・ベガ、ペドロ・カルデロン・デ・ラ・バルカ、ティルソ・デ・モリーナ）
アレクサンドル・アルディ『セダーズ、または汚された歓待』
クライスト『ペンテレジーア』
近松門左衛門『国姓爺合戦』
鶴屋南北『四谷怪談』

ヨハン・アウグスト・ストリンドベリ『ダマスカスへ』
ジャン＝ポール・サルトル『出口なし』

ウジェーヌ・イオネスコ『犀』
サミュエル・ベケット『勝負の終わり』
ベルトルト・ブレヒト『アンティゴネ』
三島由紀夫『わが友ヒットラー』
安部公房『ＧＵＩＤＥ　ＢＯＯＫシリーズ』
秋元松代『常陸坊海尊』

　その他、同テーマを扱った戯曲であれば、どのようなものでも構いません。

　また、扱うテキストは戯曲でなくても構いません。その際は、申請用紙に具体的な参照・出典を明記ください。

具体例）

神話（例：新約聖書『ヨハネの黙示録』）
震災に関する新聞記事・本
エッセイ・日記など（例：ルソー『孤独な散歩者の夢想』）

論文・学術書（例：ジャン・ボードリヤール『象徴交換と死』）
史実に基づく創作物など（『平家物語』）
　面接時に上演可能かどうか判断し、相談させていただきます。

※著作権の利用許可は各自で取得してください（翻訳者への著作権含む）。著作権の許可を受けていない団体は上演することが出来ません。
	プログラム概要（東京公演）


スケジュール：2015年10月6日-10月12日
参加団体：6団体

キャパ：48席（各公演毎数席は関係者及び批評家・レビュワー用の座席を用意します）
方式：2劇団同時上演
上演時間：45分から60分程度が望ましい（二演目同時上演）
上演人数：3人以内が望ましい。

チケット：2,500円（前売）／学生1500円／6,000円（通し券）
公演時間：15時（マチネ）／20時（ソワレ）

開場は開演時間の30分前から。

・タイム・スケジュール例（*決定ではありません）
	2015年10月
	
	

	6日(火)
	全体仕込み、打合せ、通し、ゲネ
	(ABCDEF劇団)

	7日(水)
	
	AB劇団本番①／20時開演

	8日(木)
	AB劇団本番②／15時開演
	AB劇団本番③／20時開演

	9日(金)
	
	CD劇団本番①／20時開演

	10日(土)
	CD劇団本番②／15時開演
	CD劇団本番③／20時開演

	11日(日)
	
	EF劇団本番①／19時開演

	12日(月)
	EF劇団本番②／14時開演
	EF劇団本番③／19時開演


・チケット売り上げについて

	６：４分配


チケットの売り上げは、「６割：フェスティバル」「４割：劇団」で配分します。

例：３ステージ合計で、60枚売り上げた場合。

2500円×60枚＝150,000円（収入）

150,000円×0.6＝90,000円（劇場取り分）

150,000円×0.4＝60,000円（劇団取り分）
・スタッフについて

音響・照明・舞台監督をフェスティバルが用意します。打ち合わせ当日にスタッフと音響・照明・装置などの打ち合わせを行っていただきます。もし、複雑なオペレーションなどが必要な場合には劇団側でスタッフをご用意いただきますようお願いします。

・制作について

フェスティバルでは、「チケット管理」「フライヤー印刷・送付」の業務を行います。稽古場などは各自で確保してください。尚、当日受付・制作を必ず【各劇団一名／回】確保いただきますようお願いします。
・会場

　サブテレニアン
　〒173-0013東京都板橋区氷川町46-4 B1F
・設備等

下記ウェブサイトよりご確認ください。
http://subterranean.jp/guide.html
	プログラム概要（札幌公演）


スケジュール：2015年10月16日-10月18日

参加団体：3団体

キャパ：30席（各公演毎数席は関係者及び批評家・レビュワー用の座席を用意します）

方式：3劇団同時上演

上演時間：30分から40分程度が望ましい。
チケット：2,000円（前売）

公演時間：15時（マチネ）／20時（ソワレ）

開場は開演時間の30分前から。

タイム・スケジュール例（*決定ではありません）
	2015年10月
	
	

	16日(金)
	全体仕込み、打合せ、通し、ゲネ
	(GHI劇団)

	17日(土)
	
	GHI劇団本番①／20時開演

	18日(日)
	GHI劇団本番②／15時開演
	GHI劇団本番③／20時開演


チケット売り上げについて

	６：４分配


チケットの売り上げは、「６割：フェスティバル」「４割：劇団」で配分します。

例：３ステージ合計で、30枚売り上げた場合。

2,000円×30枚＝60,000円（収入）

60,000円×0.6＝36,000円（劇場取り分）

60,000円×0.4=24,000円（劇団取り分）

・スタッフについて

音響・照明・舞台監督をフェスティバルが用意します。打ち合わせ当日にスタッフと音響・照明・装置などの打ち合わせを行っていただきます。もし、複雑なオペレーションなどが必要な場合には劇団側でスタッフをご用意いただきますようお願いします。

・制作について

フェスティバルでは、「チケット管理」「フライヤー印刷・送付」の業務を行います。稽古場などは各自で確保してください。尚、当日受付・制作を必ず【各劇団一名／回】確保いただきますようお願いします。
・会場

アトリエ阿呆船　札幌市中央区南4条西9丁目 栄輪ビルB1
	Ｕ－２５企画概要


　板橋ビューネでは、今年から２５歳以下の演出家の作品に対してサポートを行う「Ｕ－２５企画」をスタートさせます。
■応募条件：応募者（演出家）が25歳以下*であること。
*申請時（平成27年3月31日まで）に25歳以下であるもの。
*平成元年（1989年）4月1日以降に生まれたもの。
※スタッフ・キャストの年齢は問いません。
■応募方法：一般公募（東京公演）と同様。申請書「Ｕ－２５企画」の「希望する」に印をつけてください。
■応募締切：2015年3月末日（消印有効）
■サポート内容
・フェスティバル側からプロデューサーをつけます。プロデューサーと相談して企画上演していただきます。
・戯曲の選定：どういった戯曲が良いかを提案させていただきます。
・演出プラン：演出プランの相談を受けることが可能です。
・キャスト：フェスティバル側で声をかけられる俳優を紹介し、オーディションなど行っていただけます。
・スタッフ：フェスティバル側で声をかけられる音響・照明スタッフを紹介いたします（別途料金）。
　その他、必要なサポートがあればご相談ください。
■Ｕ－２５枠の取り扱い
チケット料金：1,500円（前売・当日）
※売り上げの配分は公募プログラム同様「６（劇場）：４（劇団）」です。
※一部、批評家のための座席をご用意いただきます。
　上演スケジュールの枠などは随時相談の上、確定させていただきます。
	応募・締切のスケジュール


締切：3月末日※消印有効
	応募に際しての注意事項・参加条件　(2015.01.01ver.)


《上演について》

・1ステージにつき、2団体が同時上演します（札幌公演は2〜3団体、以下同様）。
・上演時間は45分から60分が望ましいです。（30分〜40分）
・客席は、48席を2団体で合同で使用します。（30席）
《舞台・スタッフ周りについて》

・音響、照明スタッフは基本的にフェスティバルが用意します。難しいオペレーションなどを希望される場合には、劇団自身でスタッフを派遣していただくようお願いいたします。

・一日に2劇団同時上演をするために、舞台装置を組んだりすることは原則できません。
《楽屋について》

・楽屋は二劇団共有です。

・基本的には、他上演劇団の演目を観劇いただければ幸いです。

《制作周りについて》

・演劇祭を運営する受付、会場整理スタッフを各劇団から最低一名出していただくようお願いします。

・フライヤーは共同出資したものを使用します。

《運営について》

・メーリングリストへの参加をお願いいたします。

・不定期で行われる実行委員会にもご参加いただければ幸いです。

《過去の事例》

劇団Ａ：キャスト４名で参加。音響・照明は劇団で用意せずにフェスティバルのスタッフを利用。
劇団Ｂ：キャスト７名で参加。音響・照明はフェスティバルのスタッフを利用。装置を持ち込み、搬出入は劇団がトラックを手配。

劇団Ｃ：キャスト３名で参加。音響を演出家が担当する。

→参加の規模やこれまでの実施例など、お気軽にご質問ください。これまでの事例を含めてお答えいたします。

	応募から決定まで


①応募準備
・応募用紙にご記入ください。
・過去公演のチラシ、上演DVDなどがあれば、ご用意ください。

②応募（締切：3月末日消印有効）
・資料を郵送にてご応募ください。（メールにての申請は受け付けません）
③面接（4月上旬。全員行います）

・面接日時場所を決定した上で、面接を行います。

④決定（4月中旬頃）

・参加の可否を決定した旨、ご連絡いたします。連絡は全員にお送りいたします。

	《応募・資料郵送先》
info@subterranean.jp
〒173-0013東京都板橋区氷川町46-4 B1F
サブテレニアン「板橋ビューネ」宛


	実行委員会について


　板橋ビューネは、実行委員会によって運営されています。
　現在、実行委員会の会員は、

・赤井康弘（サイマル演劇団）

・長堀博士（楽園王）

・よこたたかお（ＮＵＤＯ）

　です。
　会は、不定期で行われています。この委員会には、参加する団体の関係者全ての人が参加することができます。詳しくは、メーリングリストより委員会の開催時期、内容などをご確認ください。

メーリングリストについて

　板橋ビューネにご参加いただけるカンパニーより最低一名以上、下記メーリングリストに加入いただきます。事務的な連絡などはこちらで行います。登録につきましては、こちらから招待を送りますので、登録手続きを行っていただく形になります。

	各種資料ダウンロード


――サブテレニアン平面図（ＰＤＦ）
http://subterranean.jp/heimensubte.pdf
――サブテレニアン バトン・回路図（ＰＤＦ）
http://subterranean.jp/batonkairo.pdf
――サブテレニアン備品リスト（ＨＴＭＬ）
http://subterranean.jp/bihina.html
	サブテレニアンについて


　SUBTERRANEAN は客席数40～50名の演劇、ダンス、トークイベントなどでお使いいただける小屋です。

　自主企画の公演やロングラン公演、建て込み稽古からそのまま本番での使用、公開稽古等、ほかの劇場では難しいこともSUBTERRANEANでは可能です。

　決して広くはない小屋ですが、皆様の溢れるアイディアを形にして下さい。
　"Subterranean" は"地下の"という意味です。

　ジャック・ケルアックの小説"The Subterraneans"からとりました。
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　日常からはこぼれ落ちて、埋もれてしまうようなアイディアや企画を 発表できる場でありたいと願っています。
	主な事業


●劇場運営

　都内でも有数の価格帯で、これまで若手のカンパニーに多くご利用いただいています。
――仕込・本番：25,000円／１日(9-23時）、設備使用料：5,000円／日(9-23時）
（一部追加料金あり）

――公演パックプラン：

１週間パック(7days) ---- 200,000円 (設備使用料込)

２週間パック(14days) ---- 320,000円 (設備使用料込)

●稽古場として
　サブテレニアンは稽古場としても利用することができます。

――長期割引
１０日以上～５パーセント割引　13,000×10＝130,000のところ123,500円

 (※長期割引あり)

――公開稽古プラン・稽古場レポートプラン：8,000円／１日(9-23時／光熱費込)、7,000円／半日(9-17時、17-23時／光熱費込)(長期割引なし)

――稽古場サポート：5,000円／半日(9-17時、17-23時／光熱費込)　
サブテレニアンで公演を行う団体に限り、稽古場料金を割引きます。ご利用日の一ヶ月前より予約の受付を開始します。

●演劇祭「板橋ビューネ」主催
　年に一回、演劇祭を開催します。
●提携公演の実施

　劇場が支援する形で劇団と提携して、上演を行っております。
●別冊サブテレニアンの発行
　不定期で「別冊サブテレニアン」というフリーペーパーを発行しております。
　※これまでのインタビュー掲載例

橋本清（ブルーノプロデュース）、劇団満塁鳥王一座、白鳥英一（OtoO Presents）、石神夏希（ペピン結構設計）、生田恵（三角フラスコ）、荻野欣士郎監督など
	お問い合わせ・アクセス


サブテレニアン

代表者：赤井康弘

住所：〒173-0013東京都板橋区氷川町46-4 B1F
TEL：080-4205-1050 （赤井）
E-MAIL：info@subterranean.jp

■大山駅よりお越しになる場合：

1.（南口から）南口を出たら右に進み、踏切を渡り、そのまま直進。

（東口から）東口を出たら駅の地下歩道をくぐり、北口前のファミリーマートの角を左に進み、突き当たりの眼鏡市場を右に曲がる。

2.遊座大山商店街を進み、板橋区文化会館とセブンイレブンのある交差点を左に曲がる。

3.大きな道路にぶつかる信号の手前で右に曲がり、遊歩道に入る。

4.遊歩道を過ぎ、左手に建武館というキックボクシングジムが現れたら、その建物の地下です。

■板橋区役所前駅からお越しになる場合

1.Ａ３出口を出て左に曲がる。

2.山手通り（上に首都高があります）を渡り、デニーズの右どなりの道を直進。

3.右手に建武館が現れたら建物をクルッとまわると、そこが入り口です。
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板橋ビューネ2015募集用紙
希望するプログラムにチェック下さい→　　□東京公演
□札幌公演
□Ｕ－２５企画
	フリガナ

	
	フリガナ
	

	団体名
	
	連絡先の

代表者名
	

	電話

番号
	（自宅）

（携帯）

	住所
	〒

	メール

アドレス
	

	これまでの活動・応募動機（箇条書きでも構いません。また、出展予定の作品概要）

	

	提出資料についての説明（チラシ、映像など）

	


これまでの舞台作品・劇評・エッセイ・論文など（代表的なもの）
	年月日
	題名、会場、媒体名
	内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


芸歴・活動履歴（簡単なもので構いません）

	年月日
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


その他、ご質問などあれば

	


締切：3月末日消印有効
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